
　

同
窓
会
報
第　

号
の
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し

４８

あ
げ
ま
す
。
会
報
が
会
員
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く

頃
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
は
申
年
で
す
が
、
日
光
東
照
宮
・
左
甚
五
郎

作
の
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
云
わ
ざ
る
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。
時
代
に
よ
っ
て
は
積
極
的
に
見
て
、
聞
い

て
、
発
言
す
る
行
動
も
あ
り
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
事
業
と
し
て
同
窓
会
館
の
設
立
、
大
学
報

の
お
届
け
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の　

周
年
記
念
の

１０

お
祝
い
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
本
館
は
、
事
務

関
連
施
設
が
新
館
Ｅ
棟
に
全
て
移
転
し
空
室
と
な

り
、
本
館
施
設
利
用
委
員
会
が
設
け
ら
れ
有
効
活
用

が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
同
窓
会
の

要
望
を
受
け
入
れ
て
二
部
屋
の
貸
与
を
了
承
し
て
く

れ
ま
し
た
。
新
年
度
ま
で
に
内
装
を
行
い
、
移
転
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
本
館
は
博

物
館
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
学
生
の
学
芸
員
資
格
の
取
得
に
は
、
博
物
館
施
設

の
設
置
が
条
件
に
あ
り
、
梶
谷
教
授
主
導
で
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
博
物
館

設
置
に
全
面
的
な
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
同
窓
生

の
皆
さ
ま
に
は
展
示
物
な
ど
に
つ
い
て
、
絶
大
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
発
行
の
会
報　

号
に
同
封
し
ま
し
た
、

４７

大
学
報
は
学
生
、
大
学
関
係
者
と
受
験
者
だ
け
に
配

布
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
松

石
（
食
品
科
学
科
）
委
員
長
と
編
集
委
員
の
先
生
方

に
よ
っ
て
広
報
誌
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は

大
学
の
年
間
の
行
事
、
学
生
の
活
動
、
教
職
員
の
異

動
、
各
学
科
の
教
室
を
紹
介
す
る
等
、
同
窓
生
も
知

り
た
い
内
容
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
と

大
学
を
結
ぶ
情
報
伝
達
の
役
割
を
担
う
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
設
立　

周
年
が
平
成　

年　

１０

２７

１１

月　

日
（
土
）
に
盛
会
裡
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

２８
学
科
設
立
に
当
た
っ
て
池
本
学
長
は
、
獣
医
看
護
師

の
将
来
を
見
据
え
た
日
本
で
最
初
の
四
年
制
の
学
科

で
、
獣
医
看
護
師
の
国
家
資
格
に
堪
え
る
養
成
と
、

保
健
看
護
学
科
の
教
員
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し

て
お
り
ま
し
た
。
以
後
、
順
調
に
優
秀
な
卒
業
生
を

輩
出
し
、
社
会
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
第
１

号
の
博
士
号
を
取
得
し
た
学
生
を
輩
出
し
、
目
を
見

張
る
躍
進
を
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
関
係
者
の
就
職

支
援
な
ど
に
関
し
て
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
素
晴
ら
し
い　

周
年
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ

１０

れ
た
陰
に
は
、
先
生
方
の
苦
労
の
連
続
と
そ
れ
に
応

え
た
学
生
が
あ
っ
て
か
ら
で
す
。
卒
業
生
は
ま
だ
若

く
、
式
典
・
祝
賀
会
が
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
、
心

地
良
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
看
護
学
科
の
同
窓

生
の
皆
様
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

応
用
生
命
科
学
部
の
食
品
科
学
科
は
、
平
成　

年
２８

に　

周
年
を
迎
え
ま
す
。
藤
沢
食
品
科
学
科
長
を
中

５０
心
に
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
学
科
卒
業
生
と
共
に

　

周
年
を
盛
会
に
お
祝
い
を
す
る
準
備
を
始
め
た
と

５０聞
い
て
い
ま
す
。
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
是

非
と
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
く
の
食
品
科
学
科
同

窓
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
同
窓
会
は
、
大
学
と
の
協
調
を
諮
る
こ
と

が
重
要
で
、
１
月
に
開
催
し
て
い
る
同
窓
会
役
員
と

母
校
教
員
と
の
懇
親
会
も
そ
の
一
環
で
す
。
入
学
試

験
や
卒
業
試
験
な
ど
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
先
生
方
の
参
加
を
頂
い
て
い
ま
す
。
会

は
大
変
友
好
的
な
雰
囲
気
で
、
他
大
学
出
身
の
先
生

方
と
も
話
題
交
換
が
諮
れ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
と
学
生
と
の
交
流
は
、
大
学
祭
に
経
済
的

支
援
を
以
前
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
学
生
と
直

接
交
流
の
場
を
持
つ
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
教
育
棟
で
開
催
さ
れ
た
、

柔
道
・
剣
道
・
空
手
の
三
武
に
よ
る
道
場
鏡
開
き
に

協
力
し
、
学
生
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
品
科
学
科
、
動
物
科
学
科
、
獣
医
保
健
看
護
学

科
は
Ｅ
棟
へ
移
転
し
ま
し
た
。
移
転
し
た
三
学
科
の

同
窓
生
に
、
新
し
く
な
っ
た
教
育
研
究
施
設
の
内
覧

会
を
平
成　

年　

月
の
日
獣
祭
期
間
中
に
開
催
し
ま

２６

１１

し
た
。
同
窓
会
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
同
窓
生
・
学
生

と
一
般
の
参
加
者
の
接
待
を
初
め
て
試
み
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
、
今
後
も
継
続
し
て
開
設
予
定
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
多
数
派
で
あ

る
、
女
性
会
員
の
同
窓
会
へ
の
積
極
的
参
加
を
切
望

し
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
変
貌
に
負
け
な
い
同
窓
会

の
組
織
作
り
に
役
員
一
同
も
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　　

平
成　

年　

月　

日
に
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

２７

１２

１７

理
事
・
評
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
お
よ
び
母
校
関
係
者
の
理
事
・
評
議
員
を

掲
載
し
ま
す
。

退
任　

理
事　

佐
藤
雄
三
（
大
獣
医
１
期
）

　
　
　

平
成　

年
〜
平
成　

年　

月

１２

２７

１２

新
任　

理
事
・
評
議
員　

清
水
一
政
（
大
獣
医　
１７

期
）

　
　
　

平
成　

年　

月
〜
４
年
任
期

２７

１２

再
任　

理
事
・
評
議
員　

池
本
卯
典
学
長

　
　
　

評
議
員　

中
條
眞
二
郎
（
大
獣
医　

期
）

１２

　
　
　

評
議
員　

寺
田　

厚
（
大
獣
医　

期
）

１３

　
　
　

評
議
員　

河
上
栄
一
（
大
獣
医　

期
）

２６

　
　
　

評
議
員　

阿
久
澤
良
造
（
大
食
品　

期
）

２２

　
　
　

評
議
員　

高
橋
公
正

　
　
　

評
議
員　

天
尾
弘
実
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第 48 号 

　

平
成
二
十
八
年

　
　
　

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

　

中　

條　

眞
二
郎

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

理
事
・
評
議
員
の
改
選
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平
成　

年
７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

分
よ

２７

２５

００

り
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
Ｅ
棟
１
階
大
講
義
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

代
議
員
会
に
先
立
ち
、
午
前　

時　

分
か
ら
理

１０

３０

事
・
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
書
の
確
認
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

来
賓
に
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
赫
理
事
長
、
池

本
学
長
を
お
迎
え
し
て
、
鈴
木
顧
問
、
常
務
理
事
９

名
、
理
事
・
監
事　

名
、
代
議
員　

名
、
支
部
代
表

２９

５７

７
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
逝
去
さ
れ
た
会
員
へ
黙
祷
が
な
さ

れ
た
、
そ
の
後
司
会
の
吉
田
常
務
理
事
か
ら
開
会
宣

言
が
あ
っ
た
。

最
初
に
中
條
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
）
が
あ
っ
た
。

　

７
月
発
行
の
同
窓
会
報　

号
は
、
母
校
の
新
し
い

４７

情
報
を
届
け
る
た
め
、
大
学
報
と
一
緒
に
会
員
へ
送

付
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
館
は
法
人
理
事
長
、
学
長
、
施
設
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
本
館
の
一
部
を
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
本
館
に
同
窓
会
館
を
つ
く
り
、
同
窓
生
が
来
校

し
た
折
に
く
つ
ろ
げ
る
部
屋
も
設
け
た
い
。
し
か

し
、
大
学
の
施
設
な
の
で
同
窓
会
が
勝
手
に
改
装
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
同
窓
会
館
設
立
資

金
を
法
人
に
一
旦
寄
付
し
、
改
装
を
そ
の
費
用
で
賄

う
こ
と
を
理
事
長
に
了
解
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
た

め
に
第
５
号
議
案
を
急
遽
な
が
ら
追
加
し
た
の
で
後

ほ
ど
審
議
を
お
願
い
し
た
い
。

　

同
窓
会
の
組
織
の
見
直
し
は
、
四
学
科
に
均
等
な

会
に
と
い
う
努
力
を
し
て
い
る
。
会
費
納
入
が
年
々

減
少
し
て
い
る
現
実
も
踏
ま
え
て
会
則
改
正
と
組
織

強
化
に
尽
力
し
た
い
。

　

１
３
０
周
年
記
念
事
業
は
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、

醵
金
目
標
額
に
は
ま
だ
程
遠
い
額
で
す
。
同
窓
会
と

し
て
は
、
更
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
た
い
。

　

次
に
池
本
学
長
か
ら
挨
拶
（
要
旨
）
を
頂
い
た
。

　

本
学
に
は
１
、
７
０
０
人
の
学
生
が
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
１
、
０
０
０
人
は
女
子
学
生
で
す
。
女
子

学
生
を
多
く
集
め
る
大
学
が
成
功
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
大
学
で
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

獣
医
師
国
家
試
験
は
私
立
で
は
１
番
、
国
立
を
含
め

る
と
３
番
目
で
し
た
。

　

国
際
交
流
は
、
現
在　

大
学
と
交
流
し
て
い
ま

１１

す
。
本
学
に
は
延
べ　

人
ぐ
ら
い
の
外
国
人
が
勉
強

６０

し
て
い
ま
す
。
教
育
面
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ウ

ン
ジ
を
設
け
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
大
学
と
ネ
ッ
ト
で
英
会
話
の
勉
強
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
な
教
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
看
護
師
を
早
く
国
家
資
格
化
す
る
た
め
、
教

職
員
共
々
、
国
に
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

能
動
的
学
習
は
、
学
生
自
身
が
学
び
た
い
も
の
を

掴
み
出
し
ま
す
。
こ
の
学
習
法
は
動
物
、
食
品
科
学

科
の
教
育
に
は
十
分
対
応
で
き
る
の
で
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
就
職
し
た
時
に
す
ぐ
社
会
に
役
立
つ
人
間

を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

獣
医
学
教
育
の
国
際
化
は
、
海
外
と
本
学
の
獣
医

学
教
育
の
レ
ベ
ル
が
一
緒
で
あ
る
認
証
を
受
け
る
手

続
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

獣
医
学
教
育
は
極
め
て
大
き
な
改
革
を
し
て
い
ま

平
成
二
十
七
年
度 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

同
窓
会
代
議
員
会
開
催
さ
れ
る

C
o
m
p
u
te
r
B
a
se
d
T
e
st

す
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（ 
 
 
 
 
  
   
 
  
 
  
 
  
）
が

全
国
一
斉
に
あ
り
、
学
生
の
教
育
の
程
度
が
確
認
さ

れ
ま
す
。
本
学
が
臨
床
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
習
を
全
国

で
一
早
く
始
め
、
学
外
か
ら
見
学
に
来
ら
れ
る
方
も

い
ま
す
。

　

食
品
科
学
科
の
定
員
を　

名
か
ら　

名
に
す
る
手

８０

９０

続
き
を
し
て
い
ま
す
。
保
健
看
護
学
科
を
１
０
０
名

か
ら
１
１
０
名
に
し
て
、
大
学
の
教
育
と
法
人
に
寄

与
す
る
体
制
を
取
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学　

赫
理
事
長
の

挨
拶
（
要
旨
）
を
頂
い
た
。

　

合
同
教
育
棟
が
去
年
の
３
月
に
完
成
し
、
老
朽
化

し
た
教
育
環
境
・
設
備
の
整
備
は
完
成
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
時
代
に
即
し
た
教
育
環
境
の

整
備
は
怠
ら
ず
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

合
同
教
育
棟
の
２
・
３
階
で
日
本
医
科
大
学
の
１

学
年
を
教
育
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
生
命

科
学
を
探
求
す
る
大
学
で
、
今
ま
で
も
合
同
研
究
で

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
で

も
コ
ラ
ボ
で
き
る
と
期
待
し
ま
す
。
学
生
達
も
多
感

な
時
期
に
違
う
学
部
の
多
種
多
様
な
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
、
教
育
に
対
し
て
相
乗
効
果
が
出
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
大
学
に
進

学
す
る
人
口
が
減
少
し
、
地
方
大
学
の
定
員
割
れ
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
学
で
は
深

刻
な
悩
み
で
は
な
い
が
、
今
後
対
応
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
経
済
繁
栄
を
維
持
す
る
に
は
、
優
れ
た
人

材
の
育
成
が
必
要
で
す
。
獣
医
大
で
は
教
育
シ
ス
テ

ム
の
改
革
等
を
着
々
と
進
め
、
教
育
の
質
転
換
、
学

生
主
体
の
学
び
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

社
会
に
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
、
研
究
の
成
果
を
社

会
に
発
信
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
長
選
出

　

会
則
に
よ
り
代
議
員
か
ら
議
長
立
候
補
者
を
募
り

ま
し
た
が
、
挙
手
が
な
い
た
め
、
午
前
中
の
理
事
・

幹
事
会
で
推
薦
し
た
議
長
を
中
条
会
長
が
発
表
。
熊

本
県
代
議
員
福
岡
周
孝
氏
、
岐
阜
県
代
議
員
寺
本
康

信
氏
両
名
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

書
記
及
び
議
事
録
署
名
人
選
出

　

書
記
は
、
予
め
事
務
局
か
ら
依
頼
し
た
伊
藤
恵
女

史
（
母
校
獣
医
保
健
看
護
学
科
３
年
）
に
、
議
事
録

署
名
人
は
大
学
支
部
小
山
秀
一
氏
と
吉
田
達
行
氏
が

指
名
さ
れ
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
事
務
局
よ

り
、
本
日
の
出
席
者
来
賓
２
名
、
顧
問
１
名
、
常
務

理
事
９
名
、
理
事
・
監
事　

名
、
代
議
員　

名
と
の

２９

５７

報
告
が
あ
り
代
議
員
会
は
成
立
す
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

議
長
が
着
席
し
議
事
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
第

赫理事長挨拶
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５
号
議
案
同
窓
会
館
積
立
・
取
り
崩
し
に
つ
い
て

（
案
）
を
追
加
す
る
事
が
了
承
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告　

２６

　

荻
野
総
務
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
平
成　

年
２６

度
は
、
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
合
同
教
育
棟
が
竣

工
し
、
４
月
か
ら
日
本
医
科
大
学
と
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
同
じ
法
人
の
両
大
学
間
で
の
学
生
交
流
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
学
生
生
活
に
良
い
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
合
同
教
育
棟
に
は
応

用
生
命
科
学
部
の
動
物
科
学
科
と
食
品
科
学
科
の
研

究
室
が
一
新
さ
れ
、
念
願
で
あ
っ
た
獣
医
保
健
看
護

学
科
の
研
究
室
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

の
福
利
厚
生
施
設
の
武
道
場
・
卓
球
場
の
他
、
各
種

に
利
用
で
き
る
多
用
途
施
設
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
同
教
育
棟
の
３
学
科
の
教
育
研
究
施
設
の
内
覧

会
と
武
道
場
の
柔
道
・
空
手
・
剣
道
部
の
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
道
場
開
き
を
案
内
し
共
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

基
幹
の
本
部
事
業
は
、
本
年
度
よ
り
会
報
の
年
二

回
発
行
を
試
行
し
、
有
意
義
で
あ
れ
ば
継
続
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
動
向
を
把
握
す
る
大
事

な
名
簿
を
発
行
し
、
前
回
同
様
一
万
余
名
の
同
窓
生

に
送
付
し
ま
し
た
。

　

学
術
後
援
は
、
従
来
の
母
校
学
術
交
流
会
が
獣
医

生
命
科
学
会
と
改
称
さ
れ
、
協
賛
金
を
支
出
し
ま
し

た
。
学
生
に
対
す
る
支
援
は
、
例
年
通
り
大
学
祭
に

協
賛
金
を
支
出
し
、
本
年
度
は
大
学
祭
期
間
に
同
窓

会
ブ
ー
ス
を
設
け
同
窓
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な

ど
協
力
し
ま
し
た
。

実
施
事
業

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会

２６

　
　

平
成　

年
７
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時　

分

２６

２０

３０

よ
り
、
母
校
Ｅ
棟
１
階
大
講
義
室
に
て
開
催

　
　

出
席
者
は
来
賓
２
名
（
池
本
卯
典
学
長
、
学
校

法
人
日
本
医
科
大
学
佐
藤
雄
三
理
事
）、
顧
問

１
名
（
鈴
木
昭
顧
問
）、
理
事　

名
、
幹
事
３

２５

名
、
代
議
員　

名　
　

計　

名

５６

８７

　
　

終
了
後
懇
親
会
を
開
催

２　

役
員
会
及
び
各
種
委
員
会
の
開
催

　
　

盧　

常
務
理
事
会
５
回
開
催

　
　

盪
業
務
・
出
納
監
査
会

　
　
　

平
成　

年
４
月　

日
（
火
）

２６

２９

　
　

蘯
理
事
・
監
事
会　

平
成　

年
７
月　

日（
日
）

２６

２０

　
　

盻
会
報
編
集
会
議
８
回

２　

主
な
行
事
へ
の
参
加

　
　

盧
平
成　

年
度
入
学
式

２６

　
　
　

平
成　

年
４
月
４
日
（
金
）

２６

　
　

盪
母
校
教
員
と
の
懇
親
会

　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

２７

２３

　
　

蘯
平
成　

年
度
学
位
記
授
与
式

２６

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
（
水
）

２７

１１

２　

支
部
会
・
連
合
会
へ
の
派
遣
（　

支
部
、
１
連

１９

合
会
）
別
表
参
照

３　

会
報　

号
発
行　

平
成　

年
７
月　

日

４５

２６

１５

　
　
（
１
０
、
４
７
３
名
へ
送
付
）

４　

同
窓
会
名
簿
発
行　

平
成　

年　

月　

日

２６

１２

１０

　
　
（
１
０
、
２
３
２
名
へ
送
付
）

５　

合
同
教
育
棟
見
学
会
開
催

　
　

平
成　

年　

月
２
日
（
日
）

２６

１１

６　

会
報　

号
発
行　

平
成　

年
１
月　

日

４６

２７

１５

　
　
（
１
０
、
１
７
８
名
へ
送
付
）

７　

連
携
動
物
病
院
申
請
受
付　

件
受
理

３３

８　

大
学
へ
の
支
援

　
　

第
一
回
獣
医
生
命
科
学
会
へ
寄
付

　
　

平
成　

年　

月
９
日

２６

１１

　
　

獣
医
学
教
育
支
援
機
構
へ
寄
付

　
　

平
成　

年　

月
９
日

２６

１１

　
　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
に
副
賞
を
贈
呈
（
授
賞

者
・
落
合
和
彦
講
師　

獣
医
保
健
看
護
学
基
礎

部
門
）
平
成　

年
３
月　

日

２７

１１

９　

平
成　

年
度
母
校
退
職
者
４
名
へ
記
念
品
贈
呈

２６

平
成　

年
３
月

２７

　
　

池
田
秀
利
教
授
（
獣
医
学
科
）

　
　

田
中
実
教
授
（
動
物
科
学
科
）

　
　

中
垣
和
英
准
教
授
（
獣
医
学
科
）

　
　

小
林
久
美
子
（
庶
務
課
）

　
　

学
生
（
準
）
会
委
員
へ
の
事
業

１０
　
　

盧
入
学
祝
い　

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
セ
ッ
ト

　
　

盪
卒
業
記
念　

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

　
　

蘯
同
窓
会
会
長
賞　

　
　
　

各
学
科
卒
業
生
１
名
に
賞
状
と
記
念
品

　
　
　

獣
医
学
科　

高
木
毬
子　
　

　
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　

池
田
美
奈
子

　
　
　

食
品
科
学
科　

州
合
千
尋　

　
　
　

動
物
科
学
科　

金
子
一
規

　
　

盻
大
学
祭
へ
の
支
援

　
　

眈
就
職
支
援
活
動

　
　

動
物
科
学
科
（
畜
友
会
）
へ
の
支
援

１１第
２
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
決
算

２６

　

寺
田
経
理
担
当
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
平
成

　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書　

別
表
参
照

２６平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書　

別
表
参
照

２６

正
味
財
産
増
減
計
算
書

貸
借
対
照
表
総
括
表

財
産
目
録　

別
表
参
照

財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記

会
費
納
入
状
況　

平
成　

年
３
月　

日
現
在

２７

３１

平
成　

年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書　

別
表
参
照

２６

監
査
報
告　
（
報
告
書
参
照
）

　

去
る
５
月　

日
、
針
谷
、
宮
崎
、
鑿
本
監
事
の
３

２４

名
が
監
査
い
た
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
同
窓
会
業

２６

務
並
び
に
会
計
の
収
支
決
算
を
母
校
に
お
き
ま
し
て

厳
正
に
監
査
し
た
結
果
、
証
拠
書
類
等
正
し
く
施
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

議長団挨拶
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１
号
議
案
、
２
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な
く
、

拍
手
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画

２７

　

荻
野
総
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
平
成　

年
２７

度
の
事
業
計
画
は
、
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
募
金

活
動
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
窓
会
も
募
金

活
動
に
協
力
し
ま
す
。

　

合
同
教
育
棟
へ
の
母
校
事
務
部
門
の
移
転
に
伴

い
、
本
館
に
貸
与
可
能
な
空
き
室
が
で
き
、
同
窓
会

舘
の
設
置
が
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
、
法
人
と
母
校

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

同
窓
会
会
報
は
、
前
年
に
引
き
続
き
年
２
回
発
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
報　

号
は
大
学
の
広
報
委

４７

員
会
の
協
力
を
得
て
、
母
校
の
最
新
情
報
が
満
載
さ

れ
て
い
る
大
学
広
報
誌
と
共
に
同
窓
生
へ
送
付
予
定

で
す
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
大
学
へ
の
支
援
と
学
生
会
員
へ

の
事
業
は
継
続
と
し
ま
す
。

実
施
事
業
予
定

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会

２７

　
　

平
成　

年
７
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時　

分

２７

２５

００

よ
り
、
母
校
Ｅ
棟
１
階　

大
講
義
室
に
て
開
催

２　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
寄
付
活
動

の
継
続
推
進

３　

同
窓
会
館
設
立
の
準
備

４　

役
員
会
及
び
委
員
会
等
の
開
催

５　

支
部
強
化
活
動

　
　

盧
支
部
会
へ
の
役
員
派
遣

　
　

盪
そ
の
他

６　

同
窓
会
報　

号
、　

号
の
発
行

４７

４８

７　

連
携
動
物
病
院
申
請
受
付
の
継
続

８　

大
学
へ
の
支
援

　
　

盧
梅
野
信
吉
賞
へ
の
協
賛

　
　

盪
獣
医
生
命
科
学
会
へ
の
協
賛

９　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

　
　

盧
入
学
祝
い

　
　

盪
卒
業
祝
い

　
　

蘯
同
窓
会
褒
賞
者
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　
　

盻
大
学
祭
へ
の
援
助

　
　

眈
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　
　

眇
就
職
活
動
支
援

　
　

第
１
２
１
回
日
本
畜
産
学
会
へ
の
協
賛

１０
　
　

動
物
科
学
科
へ
の
支
援

１１
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
へ
の
支
援

１２
　
　

そ
の
他

１３第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
予
算

２７

寺
田
経
理
担
当
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書　

別
表
参
照

２７

平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書　

別
表
参
照

２７

第
３
号
議
案
、
４
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な

く
、
拍
手
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案　

同
窓
会
館
積
立
金
取
り
崩
し
に
つ
い

て
　

会
長
挨
拶
で
説
明
の
あ
っ
た
、
同
窓
会
館
の
改
装

に
関
わ
る
資
金
の
た
め
の
同
窓
会
館
積
立
金
の
取
り

崩
し
に
つ
い
て
の
質
疑
。

質
問　

宮
城
県
代
議
員
佐
々
木
良
悦
氏

内
訳
の
金
額
を
大
ま
か
に
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

中
條
会
長　

同
窓
会
館
積
立
金
の
全
部
は
寄

付
せ
ず
常
識
の
範
疇
で
有
効
に
利
用
し
た
い
。
一
部

は
１
３
０
周
年
記
念
事
業
へ
寄
付
す
る
予
定
で
す
。

残
金
は
「
同
窓
会
運
営
資
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て

お
き
、
何
か
あ
る
場
合
に
備
え
て
同
窓
会
の
事
業
に

使
い
た
い
。

第
５
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

全
て
の
審
議
が
終
了
し
た
こ
と
を
議
長
が
報
告
し
、

吉
田
常
務
理
事
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
し
た
。

代
議
員
会
終
了
後
母
校
�
ム
ラ
サ
キ
�
に
於
い
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
学
長
は
じ
め
多
く
の
理
事
、
代

議
員
が
参
加
し
て
和
や
か
な
中
話
が
弾
ん
で
い
た

が
、
終
了
時
間
と
な
り
解
散
と
な
っ
た
。

代議員会・母校Ｅ棟大講義室懇親会にて会長挨拶

→
懇
親
会
会
場

支部会・連合会への派遣
平成２６年７月４日（金）新 井 教 授山 梨 県

平成２６年７月６日（日）池 本 学 長千 葉 県

平成２６年７月６日（日）中 條 会 長宮 城 県

平成２６年７月２６日（土）中 條 会 長大 阪 府

平成２６年８月３０日（土）中 條 会 長九 州 地 区

平成２６年９月６日（土）中 條 会 長兵 庫 県

平成２６年９月１３日（土）松 本 講 師新 潟 県

平成２６年９月２０日（土）中 條 会 長茨 城 県

平成２６年９月２８日（日）中 條 会 長大 分 県

平成２６年１０月１９日（日）中 條 会 長群 馬 県

平成２６年１０月２４日（金）紺野名誉教授山 形 県

平成２６年１１月３日（月）中 條 会 長栃 木 県

平成２６年１１月８日（土）中 條 会 長熊 本 県

平成２６年１１月２９日（土）盆 子 原 教 授島 根 県

平成２６年１１月２９日（土）片 岡 准 教 授長 野 県

平成２６年１２月６日（土）池 本 学 長鳥 取 県

平成２７年２月１１日（水）中 條 会 長福 島 県

平成２７年２月２１日（土）片 岡 准 教 授石 川 県

平成２７年３月１日（日）中 條 会 長三 重 県

平成２７年３月１４日（土）中 條 会 長京 都 府
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平成２６年度特別会計収支計算書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　  　目

07,359,1147,359,114１．繰入金収入
利息 16,811 円
は一般会計へ

1,68916,81118,500２．雑　収　入

1,6897,375,9257,377,614当期収入合計（A）

093,494,96893,494,968前期繰越額　

1,689100,870,893100,872,582収入合計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却退職給与 奨学基金 同窓会館名簿発行　　科　  　目

339,114010,0007,000,00010,000１．繰入金収入

0971,15114,588975２．雑　収　入

339,1149711,1517,014,58810,975当期収入合計（A）

4,698,745593,7017,098,95675,091,3136,012,253前期繰越額

5,037,859593,7987,110,10782,105,9016,023,228収入合計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要差　　異 決　算　額予　算　額　　科　　  目　

06,605,9546,605,954１．繰入金取崩

△ 16,81116,8110２．その他支出

△ 16,8116,622,7656,605,954当期支出合計（C）

18,500753,160771,660
当期収支差額
(A)-(C）

18,50094,248,12894,266,628
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却退職給与奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

0593,701006,012,253１．繰入金取崩

0971,15114,588975２．その他支出

0593,7981,15114,5886,013,228当期支出合計（C）

339,114△ 593,70110,0007,000,000△ 6,002,253
当期収支差額
(A)-(C）

5,037,85907,108,95682,091,31310,000
次期繰越収支差額
（B)-(C）

財　産　目　録
平成２７年 ３月３１日

（単位：円）

金　　　　　額　　　科 　　　      目
Ⅰ．　資産の部
　１．流動資産

50,000　　（１）現　　　　　金
47,602,423　　（２）普　通　預　金
5,458,967　　　①三菱東京UFJ 銀行
10,000　　　②三菱東京UFJ 銀行

7,108,956　　　③三菱東京UFJ 銀行
0　　　④三菱東京UFJ 銀行

35,024,500　　　⑤三菱東京UFJ 銀行
50,436,027　　（３）定　期　預　金
50,436,027　　　①三菱東京UFJ 銀行
2,631,189　　（４）郵　便　振　替

0　　（５）未　　収　　金 
100,719,639　　　　　流 動 資 産 合 計

　２．固定資産
0　　（１）土   地   建  物

1,328,914
　　（２）その他の固定資産
　　　　　（什器備品及びパソコンなど）

1,328,914　　　　　固 定 資 産 合 計
102,048,553　　　　　　資 　産　 合 　計

Ⅱ． 負債の部
　１．流動負債

0　　（１）未     払     金 
0　　（２）前     受     金 

0　　　　　　流 動 負 債 合 計
　２．固定負債

10,000　　（１）名簿 発行 引当金
82,091,313　　（２）同窓 会館 引当金 
7,108,956　　（３）奨学 基金 引当金 

0　　（４）退職 給与 引当金
5,037,859　　（６）減価 償却 引当金 

94,248,128　　　　　固 定 負 債 合 計
94,248,128　　　　   　　負 　債　合　計
7,800,425　　　　　   　正　味　財　産

　第２号議案　平成２６年度収支決算
平成２６年度一般会計収支計算書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで

（単位：円）収入の部
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額科　　目

本年１,６７７口、過年３５６口、
Ｈ２７年１２口

915,0006,135,0007,050,0001 同窓会費収入

50,000 円× 390 名019,500,00019,500,0002 入 会 金 収 入

18,7416,664,8136,683,5543 諸　　収　　入

特別会計の受取利息 16,811 円
も含む

△ 1,25918,85917,600　受　取　利　息

10,00040,00050,000　寄　　付　　金

06,012,2536,012,253　名簿発行積立金取崩

0593,701593,701　退職給与取崩

10,000010,000　雑　　収　　入

933,74132,299,81333,233,554当期収入合計 (A)

05,521,2535,521,253前 期 繰 越 金

933,74137,821,06638,754,807収 入 合 計 (B)

支出の部
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額科　　目

4,188,67016,661,33020,850,0001 事業費

名簿印刷・発送費 9100,175 円、
バイト代 1万円

△ 110,1759,110,1759,000,000　名簿発行費

会報印刷 249 万円、発送 40.2
千円

102,8352,897,1653,000,000　会報発行費

畜友会H25,26 年分400,000400,000800,000　事業推進費

36支部、1,768 口169,600530,400700,000　支部助成費

入学祝品 0円、会長賞 9.7 万
円、卒業祝品 140 万円、大学祭
70万円

1,595,5602,204,4403,800,000　学生会員援助費

生命科学会 30万円、梅野賞 30
万円、教育支援 25万円

△ 50,000850,000800,000　学術振興費

学生会員就職対策200,0000200,000　就職対策費

母校教職員との交流115,806184,194300,000　渉外費

本学教職員祝品、道場開き、弔
事など

129,220120,780250,000　慶弔費

岩手、宮城、福島など1,000,00001,000,000
　東日本災害
　支援金

エンブレム入りハンカチ635,824364,1761,000,000　記念建立整備費

706,1903,293,8104,000,0002 会議費

代議員旅費等492,6202,807,3803,300,000　代議員会議費

役員旅費等213,570486,430700,000　役員会議費

2,064,3374,235,6636,300,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等

370,5002,629,5003,000,000　事務手当

支部派遣285,7401,114,2601,400,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等46,125153,875200,000　印刷費

郵便料、電話代等140,366159,634300,000　通信費

郵便振替、銀行振込36,64063,360100,000
　振替・振込
　手数料費

100,0000100,000　器具備品費

1,000,00001,000,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類等30,46869,532100,000　消耗品費

残高証明等54,49845,502100,000　雑費

07,359,1147,359,1144 特別会計繰入金

010,00010,000　名簿発行引当金

07,000,0007,000,000
　同窓会館積立引
当金

010,00010,000奨学基金引当金

000　退職給与引当金

0339,114339,114　減価償却引当金

245,6930245,6936 予備費

7,204,89031,549,91738,754,807当期支出合計 (C)

△ 6,271,149749,896△ 5,521,253当期収支差額 (A)-(C)

△ 6,271,1496,271,1490
次期繰越収支差額
(B)-(C)
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　第４号議案　平成２７年度収支予算
平成２７年度一般会計収支計算書

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで

（単位：円）収入の部
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額科　　目

本年度２,１００口、過年度２５０口07,050,0007,050,000１同窓会費収入

50,000 円× 390 名019,500,00019,500,000２入 会 金 収 入

△ 6,615,9246,683,55467,630３諸　　収　　入

3017,60017,630　受　取　利　息

△ 10,00050,00040,000　寄　　付　　金

△ 6,012,2536,012,2530　名簿発行積立金取崩

△ 593,701593,7010　退職給与取崩

010,00010,000　雑　　収　　入

△ 6,615,92433,233,55426,617,630当期収入合計（A）

749,8965,521,2536,271,149前期繰越金

△ 5,866,02838,754,80732,888,779収入合計（B）

支出の部
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額科　　目

△ 9,200,00020,850,00011,650,000 1 事　　業　　費

名簿印刷、発送等△ 9,000,0009,000,0000　名 簿 発 行 費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

300,0003,000,0003,300,000　会 報 発 行 費

各学科への援助400,000800,0001,200,000　事 業 推 進 費

45支部分0700,000700,000　支 部 助 成 費

入学祝品１５０万円、卒業祝品１５０
万円、大学祭７０万円、会長賞１０
万円
03,800,0003,800,000　学生会員援助費

獣医生命科学会、梅野賞３０万円
等

100,000800,000900,000　学 術 振 興 費

学生会員就職対策0200,000200,000　就 職 対 策 費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉　　外　　費

本学教職員祝品、弔事、護国寺
等
0250,000250,000　慶　　弔　　費

岩手、宮城、福島等△ 1,000,0001,000,0000
　東日本災害
　支援金

01,000,0001,000,000
　130 周年関連
　事業費

04,000,0004,000,0002 会　　議　　費

代議員旅費等03,300,0003,300,000　代議員会議費

役員旅費等0700,000700,000　役員会議費

600,0006,300,0006,900,0003 事　　務　　費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等
03,000,0003,000,000　事　務　手　当

支部派遣01,400,0001,400,000　旅　　　　　費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印　　刷　　費

郵便料、電話代等0300,000300,000　通　　信　　費

郵便振替、銀行振込等0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器等100,000100,000200,000　器具備品費

ホームページ管理料等500,0001,000,0001,500,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類等0100,000100,000　消　耗　品　費

残高証明等0100,000100,000　雑　　　　　費

2,431,6657,359,1149,790,7794 特別会計繰入金

2,490,00010,0002,500,000　名簿発行引当金

07,000,0007,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

△ 58,335339,114280,779　減価償却引当金

302,307245,693548,0005 予　　備　　費

△ 5,886,02838,754,80732,888,779当期支出合計 (C)

△ 749,896△ 5,521,253△ 6,271,149当期収支差額 (A)-(C)

000
次期繰越収支差額
(B)-(C)

平成２６年度連携病院収支計算書

平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　　目　

3,000 円 x33 名△ 99,00099,0000　本年度納入金

000　利　　　　　息

　雑　　収　　入

△ 99,00099,0000　合　　　　　計

（単位：円）（支出の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　　目　

000　事務費　

　　事務手当　

　　通信費

　　雑費

000　事業費

　　広報費

00　予備費

000　合　　　計

△ 9900099,0000差引繰越予定

平成２７年度連携病院収支計算書

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘要増　減前年度予算額本年度予算額　　科　　目　

099,00099,000　前年度繰越金

3,000 円 x10 名30,000030,000　本年度納入金

10010　利　　　　　息

　雑　　収　　入

30,01099,000129,010　合　　　　　計

（単位：円）（支出の部）
摘　　要増　　減決　算　額予　算　額　　科　　目　

000　事務費　

　　事務手当　

　　通信費

　　雑費

000　事業費

　　広報費

00　予備費

000　合　　　計

平成２７年度特別会計収支計算書

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで

（単位：円）（収入の部）
摘　　要増　　減 前年度予算額 本年度予算額　　科　  　目

2,431,6657,359,1149,790,779１．繰入金収入

△ 2,87018,50015,630２．雑　収　入

2,428,7957,377,6149,806,409当期収入合計（A）

753,16093,494,96894,248,128前期繰越額　

3,181,955100,872,582104,054,537収入合計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却 奨学基金 同窓会館名簿発行　　科　  　目

280,77910,0007,000,0002,500,000１．繰入金収入

01,10014,50030２．雑　収　入

280,77911,1007,014,5002,500,030当期収入合計（A）

5,037,8597,108,95682,091,31310,000前期繰越額

5,318,6387,120,05689,105,8132,510,030収入合計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額　　科　　  目　

△ 6,605,9546,605,9540１．繰入金取崩

△ 1,18116,81115,630２．その他支出

△ 6,607,1356,622,76515,630当期支出合計（C）

9,035,930754,8499,790,779
当期収支差額
(A)-(C）

9,789,09094,249,817104,038,907
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

0000１．繰入金取崩

01,10014,50030２．その他支出

01,10014,50030当期支出合計（C）

280,77910,0007,000,0002,500,000
当期収支差額
(A)-(C）

5,318,6387,118,95689,091,3132,510,000
次期繰越収支差額
（B)-(C）
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日
本
獣
医
生
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科
学
大
学 

客
員
教
授 

福
所　

秋
雄

　

池
本
学
長
は
じ
め
、
多
く
の
教
職
員
の
ご
努
力
の

も
と
、
動
物
保
健
学
別
科
を
基
盤
に
４
年
制
の
獣
医

保
健
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
、
早　

年
が
経
過
し
ま

１０

し
た
。
現
在
で
は
、
獣
医
保
健
看
護
学
教
育
に
お
け

る
ゆ
る
ぎ
な
い
教
育
・
研
究
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
動
物
看
護
専
門
職
の
資
格
（
民
間
の

任
意
資
格
）
が
認
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
獣

医
師
会
の
主
導
の
も
と
、
平
成　

年
に
動
物
看
護
師

２３

統
一
認
定
協
会
の
設
立
に
至
り
、
統
一
資
格
認
定
試

験
・
資
格
認
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
動
物
医
療
に
携
わ
る
動
物
看
護
専
門
職
は

勿
論
の
こ
と
、
家
畜
衛
生
、
公
衆
衛
生
並
び
に
実
験

動
物
の
管
理
等
に
携
わ
る
獣
医
師
以
外
の
高
度
技
術

専
門
職
を
養
成
す
る
必
要
性
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
獣
医
療
と
家
畜
衛
生
・
公
衆
衛
生
領
域
の

多
様
化
並
び
に
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
獣
医
療

支
援
業
務
を
行
う
動
物
看
護
師
及
び
家
畜
衛
生
、
公

衆
衛
生
、
並
び
に
動
物
の
愛
護
・
福
祉
・
管
理
等
の

業
務
を
支
援
し
、
家
畜
防
疫
並
び
に
食
の
安
全
を
担

う
動
物
保
健
衛
生
師
の
国
家
資
格
認
定
制
度
を
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
動
物
臨
床
看
護
領
域
で
は
、
専
門
学
校

及
び
大
学
に
お
い
て
動
物
看
護
学
教
育
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
修
得
し
た
者
が
受
験
資
格
を
得
る
「
動
物

看
護
師
（
仮
称
）」、
大
学
で
さ
ら
に
高
度
な
動
物
保

健
衛
生
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
得
し
た
者
が
受

験
資
格
を
得
る
「
動
物
保
健
衛
生
師
（
仮
称
）」
の

２
つ
の
国
家
資
格
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
動
物
保
健
衛
生
師
」
の
資
格

を
得
る
に
は
、
動
物
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
こ
と

が
前
提
と
な
り
ま
す
。
動
物
保
健
衛
生
師
の
職
域
と

し
て
は
、
家
畜
衛
生
（
家
畜
防
疫
）
領
域
、
食
の
安

全
を
主
眼
と
し
た
公
衆
衛
生
領
域
、
狂
犬
病
予
防
法

等
関
連
業
務
を
含
む
動
物
福
祉
行
政
領
域
、
並
び
に

実
験
動
物
、
野
生
動
物
等
の
領
域
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
に
お
い
て
獣
医
保
健
看
護
学

教
育
を
受
け
た
学
生
の
職
域
が
動
物
臨
床
看
護
領
域

の
み
な
ら
ず
、
家
畜
防
疫
や
食
の
安
全
を
見
据
え
た

家
畜
衛
生
・
公
衆
衛
生
並
び
に
実
験
動
物
、
野
生
動

物
の
領
域
に
拡
大
し
、
家
畜
衛
生
、
公
衆
衛
生
、
実

験
動
物
等
の
分
野
に
お
い
て
獣
医
師
と
動
物
保
健
衛

生
師
の
業
務
の
仕
分
け
が
成
さ
れ
、
社
会
に
貢
献
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。（
左
図
）

獣
医
保
健
看
護
学
科

　
　

開
設　

年
と
今
後
の
展
望

１０

　
　
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
長 

左
向　

敏
紀

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）、
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ

２７

１１

２８

Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
開
設　

周
１０

年
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
山
下
精
彦
日
本
医
科
大
学
常
務
理

事
、
谷
山
弘
行
私
獣
協
会
長
、
山
崎
薫
ヤ
マ
ザ
キ
学

園
大
学
理
事
長
、
北
村
直
人
日
本
獣
医
師
会
顧
問
、

古
川
敏
紀
動
物
保
健
看
護
系
大
学
協
会
会
長
な
ど
の

多
く
の
方
々
に
臨
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
卒
業
生
、
在
校
生
な
ど
を
含
め
１
４
０
名
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
池
本
卯
典
学
長
が

「
獣
医
保
健
看
護
学
科
設
置
の
思
い
」
と
し
て
動
物

看
護
別
科
か
ら
学
科
設
置
へ
の
背
景
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
獣
医
保
健
看
護
学
科
開
設
と
歩
み
の　
１０

年
、
基
礎
部
門
開
設
の
経
緯
」
と
し
て
福
所
秋
雄
初

代
学
科
長
の
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
向
山
明
孝
先

生
、
村
松
梅
太
郎
先
生
、
湯
本
典
夫
先
生
の
設
立
初

期
の
先
生
方
々
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
職
と

し
て
梶
ヶ
谷
博
教
授
、
近
江
俊
徳
教
授
お
よ
び
左
向

敏
紀
教
授
の
講
演
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

午
後
一
時
か
ら
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
中
條
眞
二
郎

同
窓
会
長
な
ど
来
賓
の
ご
挨
拶
後
、
祝
宴
と
な
っ

た
。
同
窓
会
か
ら
は
会
長
の
他
、
寺
田
厚
、
荻
野

勇
、
水
谷
渉
、
吉
田
孝
治
、
清
水
一
政
の
各
常
務
理

事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
達
は
ス
テ
ー
ジ
を
占
領
し
て
写
真
を
撮
り

合
う
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
閉
会
し
ま

し
た
。

動物看護師及び動物保健衛生師の国家資格

獣
医
保
健
看
護
学
科

開
設　

周
年
記
念
行
事

１０

開
催
さ
れ
る

シンポジュウム・池本学長

祝賀会で挨拶する中條会長
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��
　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時

１０

ま
で
常
勤
し
て
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
に
て
も
受
け
付
け
ま

す
。
連
絡
先
は
本
会
報
一
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

�
　

本
会
報
が
届
か
な
い
会
員
は
、
住
所
の
変
更
（
市

区
町
村
番
地
変
更
を
含
む
）
あ
る
い
は
住
所
登
録
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
届
か
な
い
会
員
が
い
ま
し
た
ら

本
部
事
務
局
へ
住
所
登
録
を
す
る
よ
う
伝
え
て
下
さ

い
。
登
録
用
紙
は
名
簿
差
し
込
み
用
紙
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
下
さ
い
。

�
　

他
大
学
で
学
位
を
授
与
さ
れ
た
会
員
。
国
会
議

員
、
市
町
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
・
再
選
さ
れ
た

会
員
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
会
員
、
ご
逝
去
さ
れ
た

会
員
な
ど
。
連
絡
は
情
報
提
供
者
を
特
定
で
き
る
、

電
話
以
外
の
方
法
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

�
　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
会
報
に
払
込
取
扱
票
が
同
封
さ
れ

て
い
る
方
は
、
年
会
費
（
三
千
円
）
の
納
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
払
込
取
扱
票
が
同
封
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
所
属
支
部
の
指
示
に
従
っ
て
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
払
込
取
扱
票
に
は
、
お
忘
れ
な
く

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
、
通
信
欄
に
は

卒
業
学
科
と
卒
業
期
（
封
筒
の
住
所
ラ
ベ
ル
の
区

事
務
局
だ
よ
り 

  

同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡 

  

住
所
変
更
届
け
の
お
願
い 

 

次
に
該
当
さ
れ
る
会
員
は
本
部
へ
連
絡
を
願
い
ま
す 

  

会
費
納
入
の
お
願
い 

分
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
等
変
更
の
あ
る

方
は
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
記
載
の
変
更
有
り
に
丸

印
し
て
く
だ
さ
い
、
登
録
変
更
を
致
し
ま
す
。

�
　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
る
支
部
は
、
会
費
納

入
者
名
簿
を
事
務
局
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
あ
る

い
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

�
　

連
携
動
物
病
院
登
録
申
請
手
続
き
の
窓
口
は
同
窓

会
事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
、
あ
る
い
は
同
窓
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

有
川　

弘

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）、
諫
早
市
の
ホ
テ
ル

２７

１０

３１

セ
ン
リ
ュ
ウ
に
お
い
て
、
中
條
同
窓
会
長
、
仲
村
九

州
地
区
代
表
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
長
崎
県
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
長
か
ら
母
校
の
歴
史
と
現

状
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
て
い
た
だ
き
、
一
同
昔
話
に

花
が
咲
き
、
懇
親
会
か
ら
二
次
会
ま
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
終
了
し
ま
し
た
。（
写
真
下
右
）

�

伊
藤　

隆

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ス

２７

１１

２１

テ
イ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
母
校
か
ら
封
馬
先
生
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
に
記
念
撮
影
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
下
左
）

 

本
部
年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
の
お
願
い 

 

母
校
付
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請 

長
崎
県
支
部
会
報
告 

長
野
県
支
部
総
会
報
告 

　

今
後
、
前
述
の
制
度
の
確
立
に
向
け
て
、
関
係
機

関
が
統
一
見
解
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
省
庁
等
に
、

提
言
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
法
律

の
公
布
後
、
施
行
前
に
主
管
官
庁
（
農
林
水
産
省
）

が
、
指
定
し
た
機
関
（
法
人
）
に
認
定
試
験
・
登
録

管
理
業
務
を
委
託
す
る
と
い
う
制
度
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。（
左
図
）

　

こ
の
よ
う
な
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

獣
医
療
領
域
に
お
け
る
高
度
な
チ
ー
ム
医
療
、
並
び

に
家
畜
衛
生
・
公
衆
衛
生
領
域
に
お
け
る
高
度
な
家

畜
防
疫
・
食
の
安
全
性
確
保
に
貢
献
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。

獣医療技術専門職（動物看護職等）資格認定制度の将来構想

長野県支部総会 長崎県支部総会
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平
成　

年
度　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

２８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
学
試
験
の
抜
粋
案
内

　

平
成　

年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験

２８

の
今
後
の
日
程
の
案
内
で
す
。
出
願
期
日
の
間
近
な

試
験
日
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
教
務
・
学

生
課
入
試
係
〔
電
話
迯
０
４
２
２
―　

―
４
１
５
１

３１

（
代
）〕
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

教
務
・
学
生
課

出願期間選抜方法等試験
会場試験日学科学部入試

種別

１月４日（月）～

１月１５日（金）

センター試験英語（筆記）必須

本学
大阪
福岡

２月５日（金）
※１月１６日（土）・１月
１７日（日）のセンター
試験を必ず受験して

ください

獣医学科

獣医学部

一
般
（
第
1
回
）

センター試験数学（数Ⅰ・A、数Ⅱ・Ｂ）必須

生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）

物理（物理基礎・物理）から 1科目選択

１月４日（月）～

１月２２日（金）

英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須

本学
大阪
仙台
福岡

２月６日（土）

獣医保健
看護学科

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須

動物科学科

応用生命
科学部

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）

食品科学科 数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から２科目選択

２月１２日（金）～

３月４日（金）

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須

本学３月１５日（火）

獣医学科

獣医学部

一
般
（
第
2
回
）

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）必須

生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）

物理（物理基礎・物理）から 1科目選択

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
獣医保健
看護学科

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須

動物科学科

応用生命
科学部

数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）

食品科学科 数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）

化学（化学基礎・化学）から２科目選択

白
石　

武
昌

　

昭
和　

年
卒
業
以
来　

年
が
経
っ
た
。

３６

５４

　

同
期
会
は
、
学
年
担
任
で
あ
っ
た
勝
木
辰
男
先
生

御
存
命
中
は
折
々
開
催
し
て
い
た
。
し
か
し
、
全
員

が　

〜　

歳
の
頃
に
は
、
各
々
の
分
野
で
多
忙
な

４０

６０

日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
暫
し
中
断
し

て
い
た
。
そ
の
間
、
恩
師
は
じ
め
多
く
の
仲
間
が
鬼

籍
に
入
っ
た
。

　

約
１
０
０
名
の
同
期
の
内
、
所
在
の
確
認
出
来
る

者　

名
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
に
４
名
が
逝
き
、　

８６

８２

名
と
な
っ
た
。

　

同
期
会
も
定
年
退
職
者
が
増
え
た
時
期
か
ら
復
活

し
、
最
近
で
は
長
野
（
平
成　

年　

月
）、
東
京

２２

１０

（
平
成　

年　

月
、
大
学
１
３
０
周
年
に
併
せ
）、
北

２３

１１

海
道
（
平
成　

年
９
月
）、
三
重
（
平
成　

年　

２４

２５

１０

月
）、
秋
田
・
角
館
（
平
成　

年
５
月
）。
そ
し
て
、

２６

平
成　

年　

月
、
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
北
は

２７

１０

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、
宮
城
、
西
は
滋
賀
、
静
岡

そ
し
て
関
東
地
域
か
ら　

（
同
伴
者
３
）
名
が
元
気

３１

に
箱
根
湯
元
に
集
ま
っ
た
。

　

会
は
物
故
者
へ
の
追
悼
の
黙
礼
の
後
、
現
状
報
告

な
ど
が
有
り
、
懇
親
会
に
入
っ
た
。
旅
館
の
板
長
が

腕
を
ふ
る
っ
た
料
理
と
、
支
配
人
が
手
配
し
て
く
れ

た
日
本
酒
の
超
高
級
銘
酒
を
供
に
楽
し
み
、
語
ら

い
、
数
十
年
来
の
旧
交
を
温
め
、
再
炎
？
さ
せ
た
。

そ
の
後
の
二
次
会
で
も
、
最
低
年
齢
が
喜
寿
、
平
均

約　

歳
の
老
人
の
集
ま
り
と
は
思
え
無
い
ほ
ど
に
盛

８０
り
上
が
っ
た
。

　

翌
日
も
天
候
に
恵
ま
れ
錦
秋
に
は
少
し
早
い
が
、

箱
根
の
山
々
、
芦
ノ
湖
の
遊
覧
船
、
新
装
な
っ
た
関

所
跡
や
資
料
館
の
見
学
な
ど
楽
し
み
、
夕
方
、
小
田

原
に
て
無
事
、
来
年
・
青
森
で
の
再
会
を
約
束
し
て

解
散
し
た
。

大
学
９
期
生
同
期
会

　
　
　
　
　

箱
根
湯
本
で
開
催

大学９期生会

珍獣黒猿・スラウェシ島
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学
会
事
務
局　

川
角　

浩

　

平
成　

年　

月
７
日
（
土
）、
日
本
獣
医
生
命
科

２７

１１

学
大
学
を
会
場
に
、
第
２
回
獣
医
生
命
科
学
会
（
大

会
長
池
本
卯
典
学
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学

教
職
員　

名
、
学
生　

名
、
来
賓　

名
、
一
般
８
名

３６

５４

１３

の
計
１
１
１
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　
　

午
前
中
、
第
１
会
場
で
は
、「
再
生
動
物
医
療

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
田
村
勝
利
氏

（
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
）、
久
末
正
晴
氏
（
麻
布
大

学
）、
荻
野
智
絵
女
史
（
農
林
水
産
省
動
物
医
薬
品

検
査
所
）
の
講
演
が
、
第
２
会
場
で
は
、「
女
性
獣

医
師
が
活
躍
で
き
る
社
会
」
の
テ
ー
マ
で
前
田
育
子

女
史
（
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
）、
西
木
千
絵
女
史

（
に
し
き
動
物
病
院
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。

　

午
後
、
第
１
会
場
で
は
池
本
会
長
司
会
に
よ
る

「
獣
医
学
教
育
国
際
化
に
向
け
て
の
諸
課
題
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
酒
井
建
夫
氏

（
日
本
獣
医
師
会
副
会
長
）、
政
岡
俊
夫
氏
（
私
立
獣

医
科
大
学
協
会
顧
問
）、
小
林
元
郎
氏
（
東
京
都
獣

医
師
会
副
会
長
）、
新
井
敏
郎
氏
（
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
）、
入
交
眞
己
氏
（
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
）、
岡
田
ゆ
う
紀
女
史
（
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
第
２

会
場
で
は
、
有
村
裕
氏
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大

学
）
座
長
に
よ
る
辻
典
子
女
史
〈
産
総
研
〉、
と
田

中
あ
か
ね
女
史
（
東
京
農
工
大
）
に
よ
る
「
局
所
免

疫
の
最
近
の
話
題
」
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
一
般
演
題
と
し
て　

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
あ

１３

り
、
本
学
学
生
の
中
澤
翔
太
氏
（
保
健
看
護
学
基
礎

部
門
）
と
河
野
里
映
女
史
（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
教

室
）
の
２
名
が
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
午
後

５
時
か
ら
生
協
む
ら
さ
き
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

約　

名
が
参
加
さ
れ
た
。

５０

　

発
表
の
詳
細
は
、
各
支
部
長
宛
に
お
送
り
し
た
学

会
誌
「
獣
医
生
命
科
学
（Jou

rn
alof

V
eterin

ary

   
  
       
      
   
 

M
e
d
icin
e
a
n
d
L
ife
S
cie
n
ce

 
 
 
    
 
  
 
 
  
   
  
   
 
  

）」
１
巻
２
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
、
参
照
願
い
ま
す
。
本
学
会

は
学
術
交
流
会
か
ら
移
行
後
二
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
学
会
組
織
と
し
て
の
活
動
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
正
会
員
１
０
０
名
の
登
録
を
目

標
と
し
て
、
６
月
に
第
３
回
大
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

シンポジウム「獣医学教育国際化に向けての諸課題」での質疑応答

 
第
二
回
獣
医
生
命
科
学
会
が

 　
　
　

開
催
さ
れ
る

�

事
務
部　

庶
務
課

　

す
っ
か
り
秋
の
色
が
濃
く
な
っ
た　

月　

日
、
第

１０

２９

一
校
舎
中
庭
の
「
仁
畜
の
碑
」
前
に
て
、
動
物
慰
霊

祭
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

 

平
成
２７
年
度 

動
物
慰
霊
祭
挙
行
に
つ
い
て 

←
献
花
す
る
学
生

←
追
悼
の
辞
を
述
べ
る
池
本
学
長

　

参
加
し
た
教
職
員
・
学
生
一
同
に
よ
る
黙
祷
の

後
、
池
本
卯
典
学
長
よ
り
、「
本
学
の
関
係
者
一
同

は
、
生
命
倫
理
、
動
物
の
福
祉
な
ど
深
く
心
に
刻
み

な
が
ら
、
生
命
科
学
の
意
義
や
知
を
極
め
、
動
物
と

の
共
生
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
、
犠
牲
と
な
っ
た
多

く
の
動
物
達
の
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
」
と
の

追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
を
代
表
し
て
佐
藤
駿
樹
学
友
会
会

長
よ
り
、「
私
達
は
動
物
と
接
す
る
に
当
た
り
、
常

に
学
生
と
し
て
学
ぶ
目
的
を
明
確
に
持
ち
、
真
摯
な

態
度
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
善
良
な
獣
医

師
・
動
物
看
護
師
・
生
命
科
学
者
と
し
て
育
つ
こ
と

で
動
物
の
慰
霊
と
報
恩
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

と
の
哀
悼
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
池
本
学
長
、
闍
橋
獣
医
生
命
科
学
研
究

科
長
、
河
上
獣
医
学
部
長
、
阿
久
澤
応
用
生
命
科
学

部
長
、
藤
田
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
吉
村
牧
場

長
、
鈴
木
生
命
科
学
共
同
研
究
施
設
長
、
横
須
賀
動

物
実
験
委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
学
友
会
会
長
の
指
名

献
花
の
後
、
教
職
員
・
学
生
に
よ
り
献
花
が
行
わ

れ
、
教
育
・
研
究
の
た
め
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
尊

い
動
物
達
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
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第１２１回日本畜産学会を母校で開催
下記の要領で開催されます。同窓会員の参加をお待ちしています。

日　時：平成２８年３月２７日（日）～３０日（水）
大会長：阿久澤良造
場　所：日本獣医生命科学大学；Ａ棟、Ｂ棟、Ｅ棟
大会日程
　３月２７日（日）公開講演（参加無料）、関連学会・研究会
　３月２８日（月）優秀発表賞応募講演、一般講演、
　　　　　　　　分野別シンポジウム、研究交流会
　３月２９日（火）一般講演、分野別シンポジウム
　３月３０日（水）関連学会・研究会等

�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）、　

月
１
日
（
日
）

２７

１０

３１

１１

に
本
学
に
お
い
て
、
第　

回
日
獣
祭
が
開
催
さ
れ

６６

た
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
日
々
獣
実
〜
み
ん
な
で
楽

し
く
ウ
ッ
シ
ッ
シ
！
」
で
、
勉
学
や
実
習
、
研
究
活

動
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

る
学
生
た
ち
が
、
日
頃
情
熱
を
注
い
で
い
る
も
の
を

日
獣
祭
で
発
揮
し
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

１
日
目
は
３
、
０
９
３
人
、
２
日
目
に
は
３
、
８

８
４
人
、
合
計
で
６
、
９
７
７
人
と
昨
年
を
１
、
３

４
２
人
も
上
回
る
来
場
者
と
な
っ
た
。

　

音
楽
系
団
体
の
演
奏
や
合
唱
、
体
育
系
団
体
の
演

武
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
展
示
、
動
物
と
ふ
れ
あ
え
る
ミ
ニ
ミ
ニ
牧
場

や
恒
例
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
等
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

「
動
物
と
食
」
と
い
う
本
学
に
ふ
さ
わ
し
い
２
日
間

が
終
了
し
た
。

  
平
成
２７
年
度 

日
獣
祭 

　
�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）
に
武
蔵
野
陸
上
競
技

２７

１０

２１

場
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

２７

た
。
体
育
会
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
、
研
究
室
を
中
心

と
し
た
約
５
０
０
名
の
学
生
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

競
い
合
っ
た
。
恒
例
の
綱
引
き
や
騎
馬
戦
、
障
害
物

競
争
、
玉
入
れ
等
に
、
体
育
祭
実
行
委
員
が
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
た
競
技
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
リ

レ
ー
決
勝
で
は
大
歓
声
が
あ
が
り
、
親
交
を
さ
ら
に

深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

  
平
成
２７
年
度 

体
育
祭 

←
綱
引
き

→
騎
馬
戦

ウインドアンサンブル演奏会

→
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー

合唱団赤とんぼ
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
御
指
導
下
さ
い
。

　

同
窓
会
の
皆
様
と
共
に
祝
っ
た
創
立
１
３
０
周
年

記
念
事
業
は
５
年
前
、
ま
さ
に
《
光
陰
に
関
所
な

し
》、
創
立
１
４
０
周
年
記
念
の
準
備
が
待
っ
て
い

る
昨
今
と
な
り
ま
し
た
。

　

母
校
の
近
況
は
、
一
昨
年
完
成
し
た
合
同
教
育
棟

（
Ｅ
棟
）
の
２
・
３
階
に
医
学
部
基
礎
科
学
課
程
を
、

４
階
に
は
獣
医
保
健
看
護
学
科
、
５
階
に
動
物
科
学

科
、
６
階
に
食
品
科
学
科
が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
室
と

教
員
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、
７
階
を
共
用
実
験
室
及
び

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
有
機
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
７
階
の
窓
は
ま
さ
に

ビ
ル
の
星
座
、
研
究
室
に
点
っ
た
灯
り
は
大
学
の
現

代
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

明
け
て
朝
の
屋
上
、
東
方
に
太
陽
は
輝
き
、
西
方

は
冠
雪
の
富
士
、
裾
を
隠
す
は
箱
根
連
山
の
山
波

か
。
眼
下
を
展
望
す
れ
ば
、
武
蔵
境
、
吉
祥
寺
、
三

鷹
、
田
無
、
小
金
井
、
府
中
、
調
布
。
国
木
田
独
歩

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
《
武
蔵
野
ま
ほ
ろ
ば
》
に
緑
の

田
畑
と
雑
木
林
は
疎
（
う
つ
）
ろ
、
林
立
す
る
ビ
ル

の
峰
が
続
く
大
都
市
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
遠
く
に

見
え
る　

世
紀
の
シ
ン
ボ
ル
、
６
３
４
米
の
ス
カ
イ

２１

ツ
リ
ー
は
幻
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
獣
医
畜
産
大
学
の
名
称
を
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
と
変
更
し
た
の
は
平
成　

年
。
そ
の
３
年
前

１８

平
成　

年
、
獣
医
畜
産
学
部
を
獣
医
学
部
と
応
用
生

１５

命
科
学
部
の
２
学
部
制
に
、
平
成　

年
獣
医
保
健
看

１７

護
学
科
を
新
設
。
続
け
て
教
職
員
に
犠
牲
を
強
い
た

学
科
の
定
員
増
、
そ
れ
で
も
２
学
部
４
学
科
の
収
容

定
員
は
約
１
、
６
０
０
名
、
文
部
科
学
省
の
分
類
す

る
収
容
定
員
２
、
０
０
０
名
以
下
の
小
規
模
大
学
で

す
。
大
学
院
は
各
学
科
に
博
士
課
程
前
期
（
修
士
）

と
博
士
課
程
後
期
（
博
士
）
を
置
き
、
収
容
定
員
は

修
士
課
程　

名
、
博
士
課
程　

名
。
定
員
割
す
る
こ

２４

４４

と
も
な
く
院
生
は
研
究
に
勤
し
み
成
果
も
挙
が
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
論
文
博
士
の
対
象
と
な
る
研
究
生

　

名
、
特
別
研
究
生　

名
。
海
外
学
術
協
定　

大
学

３７

３７

１２

か
ら
の
留
学
生
は
短
期
・
長
期
を
含
め
て　

名
で
し
た
。

２９

　

政
治
体
制
の
変
革
は
、
先
ず
法
律
と
教
育
改
革
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
保
法
、
消
費
税
法
、
秘

密
保
護
法
。
そ
し
て
安
倍
内
閣
の
主
導
で
設
置
さ
れ

た
教
育
実
行
会
議
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
司
令
塔

と
の
風
評
も
あ
る
よ
う
で
す
。
入
試
改
革
、
文
系
学

部
の
改
廃
、
大
学
ラ
ン
ク
付
等
々
。
教
育
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
花
盛
り
。
そ
の
前
哨
期
と
も
い
え
る
平
成

　

年
に
草
創
し
た
本
学
の
獣
医
学
部
獣
医
保
健
看
護

１７学
科
が　

周
年
を
迎
え
、
去
年
の　

月　

日
日
本
医

１０

１１

２８

大
か
ら
山
下
常
務
理
事
に
ご
出
席
頂
き
、
記
念
の
小

宴
を
終
え
ま
し
た
。
開
講
の
目
的
は
、
動
物
倫
理
と

福
祉
を
弁
え
、
動
物
看
護
の
知
識
と
技
術
を
備
え
た

教
養
豊
か
な
動
物
看
護
専
門
師
の
養
成
、
同
時
に
動

物
看
護
師
の
法
的
・
社
会
的
地
位
の
確
保
に
対
す
る

貢
献
。
広
く
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
タ
ス
の
向
上
で

あ
り
ま
す
。
一
方
、
学
内
（
法
人
）
事
情
と
し
て

は
、
昭
和　

年
に
衛
生
検
査
技
師
の
養
成
を
目
的
と

４１

し
て
法
人
が
本
学
に
設
立
し
、
後
に
臨
床
検
査
技
師

の
養
成
教
育
に
進
化
し
た
日
本
医
学
技
術
専
門
学
校

の
廃
校
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
２
、
４
４
０
名
の
臨

床
検
査
技
師
を
輩
出
し
、
斯
界
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
臨
床
検
査
技
師
は
飽
和

状
態
を
招
き
、
本
校
の
み
な
ら
ず
他
の
大
学
等
に
開

設
さ
れ
て
い
た
臨
床
検
査
技
師
要
請
施
設
も
軒
並
み

縮
小
乃
至
廃
止
が
続
き
、
本
校
も
例
外
で
は
な
く
、

法
人
は
廃
校
を
決
定
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
本
学

の
発
展
計
画
や
廃
校
に
伴
う
教
育
研
究
施
設
と
人
材

の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
平
成　

年
４
月
獣

１５

医
学
部
に
多
川
教
授
を
学
科
長
と
し
て
動
物
看
護
学

別
科
を
併
設
し
、
動
物
看
護
教
育
の
可
能
性
と
継
続

性
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
極
め
て
有
意
義
で

し
た
。
さ
ら
に
平
成　

・　

年
の
２
期
に
亘
る
別
科

１５

１６

生
が
熱
望
す
る
４
年
制
学
科
へ
の
進
化
待
望
論
に
も

強
く
背
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
大
石
獣
医
学
部

長
、
清
水
学
科
主
任
、
池
浦
事
務
部
長
、
深
浦
教
務

課
長
に
は
、
日
夜
の
設
置
準
備
の
お
世
話
を
お
願
い

し
、
平
成　

年
４
月
、
日
本
最
初
の
獣
医
保
健
看
護

１７

学
科
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　

従
来
本
学
は
、
典
型
的
な
男
性
大
学
、
私
の
同
期

に
は
女
子
学
生
は
皆
無
で
し
た
。
そ
れ
が
日
本
獣
医

畜
産
大
学
時
代
の
昭
和
後
期
よ
り
、
獣
医
師
志
望
の

女
子
学
生
が
漸
増
し
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
時

代
に
入
る
と
、
動
物
科
学
科
、
食
品
科
学
科
に
も
女

子
学
生
は
増
加
し
、
加
え
て
獣
医
保
健
看
護
学
科
の

女
子
学
生
は
約　

％
に
及
び
、
全
学
収
容
定
員
１
、

９０

６
０
０
名
の
う
ち
、
女
子
学
生
の
割
合
は
約　

％
と

６０

な
っ
た
次
第
で
す
。
入
試
成
績
上
位
、
卒
業
生
の
優

等
生
に
も
女
子
学
生
が
並
び
、
本
学
の
偏
差
値
評
価

を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

実
は
明
治　

年
、
日
本
獣
医
学
校
は
日
本
家
禽
学

４５

校
を
併
設
し
、
そ
の
講
習
科
に
女
子
生
徒
の
入
学
を

許
可
し
て
い
ま
す
。
そ
の
先
達
は
梅
野
信
吉
先
生
で

し
た
。
本
学
の
精
神
的
故
郷
に
潜
む
ル
ー
ツ
に
は
女

性
尊
重
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
因
み
に
、
河
田
町
に
あ
っ
た
日
本
獣
医

学
校
の
校
地
を
引
き
継
が
れ
た
東
京
女
子
医
科
大
学

の
前
身
、
校
長　

吉
岡
弥
生
先
生
の
東
京
女
医
学
校

創
設
は
明
治　

年　

月
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

３３

１２

　

さ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
《
地
域
創
生
》
は
、

ま
さ
に
国
是
、
担
当
大
臣
を
配
し
て
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
地
域
創
生
は
、
農
業
を
見
捨
て
て
成

長
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
《
地
域
創
生
に
農
業
の
知
恵

を
》
と
密
か
に
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

釈
迦
の
説
法
で
す
が
、
本
学
の
ル
ー
ツ
は
農
学
と

農
業
。
動
物
科
学
科
の
前
身
は
畜
産
学
科
、
食
品
科

学
科
の
前
身
は
農
産
食
品
学
を
含
め
た
食
品
工
学

科
。
獣
医
学
科
は
か
つ
て
馬
、
酪
農
、
養
豚
、
養
鶏

等
、
群
（
む
れ
）
を
診
た
獣
医
学
が
本
流
で
し
た
。

そ
れ
が
近
年
、
人
と
共
生
す
る
家
庭
動
物
の
獣
医

療
、
頻
発
す
る
動
物
と
人
間
の
共
通
感
染
症
対
策
等

と
相
俟
っ
て
、
医
学
型
の
高
度
獣
医
学
教
育
に
変
革

を
急
い
で
い
ま
す
。
ま
た
獣
医
看
護
学
と
そ
の
技
能

は
、
現
代
獣
医
療
に
不
可
欠
で
す
。
そ
の
遅
々
た
る

改
善
に
当
事
者
と
し
て
深
い
原
罪
意
識
に
苛
（
さ
い

な
）
ま
れ
、
速
い
国
家
資
格
化
を
祈
り
続
け
て
い
る

次
第
で
す
。

　

こ
の
年
頭
挨
拶
を
ま
と
め
て
い
る
夕
刻
、
ア
リ
ー

ナ
か
ら
管
弦
の
美
し
き
旋
律
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

愛
奏
会
メ
ン
バ
ー　

名
の
奏
で
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

４５

サ
ー
ト
で
す
。
最
後
の
曲
目
は
《
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
》、
そ
の
音
色
に
聞
き
惚
れ
る
と
共
に
、
こ
の
小

さ
な
大
学
に
開
花
し
た
文
明
、
文
化
の
未
来
に
期
待

し
祝
福
し
た
次
第
で
す
。

　

末
辞
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
旧
年
中
の
御
支

援
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
御
健
康

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
の
御
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長

　

池　

本　

卯　

典


